
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果詳細調査結果詳細調査結果詳細調査結果詳細 

Q.５ （全くそう思わないとお答えの方以外） 

身近になったと感じる理由として、あなたのお考えに近いものをお選びください。(n=861) 

         

Q２.あなたは、商品（製品・サービス）を購入する際、 

その商品や提供する企業が『社会貢献』活動を 

しているかを意識されますか。(n=1000) 

Q１. あなたは、恵まれない国への学校建設費用の

寄付やワクチンの寄付などの『社会貢献』活動に関

心がありますか？ (n=1000) 

｢非常に｣｢ある程度」 

｢少しだけ｣をあわせる

と91.2％が『社会貢

献』に関心を持って

います。 

74.0％が商品・サー

ビス購入時に少なから

ず企業等の『社会貢献

の取り組み』を意識し

ています。 

Q３.（全く関心がないとお答えの方以外） 

『社会貢献』活動について、あなたはどのように関

わっていきたいと思いますか。あなたのお考えに最

も近いものをお選びください。 (n=740) 

Q4.皆さんに伺います『社会貢献』活動は、以前より

「身近になった」と思いますか。 (n=1000) 

非常に

そう思う

10.1%

ある程度

そう思う

43.3%

少し

そう思う

32.7%

全くそう

思わない

13.9%

ボランティアな

ど実際に自分の

時間や体を使っ

て参加したいと

思う

１０.８%

（商品の売り上げの一

部のような間接的な形

ではなく）

直接的にNPOな

どの団体に金品

の寄付をしたい

と思う

１５.１%

関心はあるが

特に何か行動

したいとは思わ

ない

８.０%

その他

０.９%

非常に

関心がある

14.6%

ある程度

関心がある

42.6%

少しだけ

関心がある

34.0%

全く

関心がない

8.8%

非常に

意識にする

８.１%

ある程度

意識する

３４.３%
少し

意識する

３１.６%

全く

意識しない

２６.０%

1.0 

5.5 

10.8 

12.4 

17.0 

17.0 

28.8 

29.0 

31.4 

45.9 

56.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

その他

当然のことだから

高度経済成長時の環境汚染などの反省があるから

自分たちの生活が豊かになり、そういったことを考えられるようになったから

NPOなどが活動できる仕組みが整ったから

現在、エネルギーや食糧など自分たちは恵まれていると思うから

環境問題や社会貢献に関して学校などでの教育が盛んになったから

NPOなどがネットの普及で活動情報を発信しやすくなったから

社会貢献を意識した商品やネットのクリック募金など、活動に参加しやすいきっかけが増えたから

ネットの普及で社会問題・環境問題情報が手に入りやすくなったから

エコや社会貢献がブームになったから
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非常に関心があ

り、購入してみ

てたいと思う

２.９%

ある程度関心が

あり、購入を検

討してみたい

１５.７%

関心があり、

購入を検討して

みたい

２７.０%

関心はあるが、

購入してみたい

とは思わない

４２.６%

全く関心が

ない

１１.８%

Q.６ 2006 年にノーベル平和賞を受賞したバングラデシュ

の経済学者ムハマド・ユヌス氏が考案したことで注目を集

めた投資商品で、貧困地域の貧困緩和を目指した『マイク

ロファイナンス』商品の取り扱いが今月から、日本でも初の

試みとして販売が始まりました。あなたはこのような、貧困

緩和のための『マイクロファイナンス』という仕組みに関心

はありますか。（n=1000） 
 

Q.７最近インターネット上では、物品の購入をしなくても、ブ

ログパーツやサイト内での活動を通じて気軽に社会貢献活

動に参加できる取組みが幾つかあります。このようなネット

上の『社会貢献』活動に関心はありますか。(n=1000) 

８８．２％が「マイクロファイナンス」に

関心があり、そのうち５１．７％が「購入

してみたい・購入を検討してみたい」と考

えています。 

９１．５％が「ネット上の社会貢献活動」に

関心があり、そのうち６２．５％が「参加し

てみたい・参加を検討してみたい」と考えて

います。 

Q.８世界的な不景気と言われていますが、あなたは昨今、

不景気を実感していますか。(n=1000) 

非常に

実感して

いる

３６.５%
ある程度

実感して

いる

５０.９%

あまり実感が

ない

１０.９%

全く実感が

ない

１.７%

非常に関心が

あり、自分も

参加してみて

たいと思う

６.４%

関心が

あり、参加

を検討して

みたい

５０.８%

関心はある

が、参加して

みたいとは思

わない

３４.３%

全く

関心がない

８.５%



 

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景気に関係なく

行われるべきだ

と思う

３４.１%

不景気

だからこそ

積極的に行われ

るべきだと思う

１３.４%

不景気

だからこそ

できる範囲で

行われるべき

だと思う

４６.５%

不景気だからそ

ういった取組み

は控えるべきだ

と思う

３.９%

景気に関係なく

行う必要はない

と思う

２.１%

５９.９%の人が「不景気だからこそ」社会貢

献活動は行われるべきだと考えており、３

４.１%が「景気に関係なく」社会貢献活動は

行われるべきだと考えています。 

Q.９世界的な不景気と言われていますが、こうい

った状況で『社会貢献』活動はどうあるべきだと思

いますか。(n=1000) 

Q.１０あなたご自身は「社会貢献」活動にどの

よ う に 関 わ っ て い き た い と 思 い ま す か 。

不景気などは関係なく

そういった活動に積極

的に参加したい

９.７%

不景気などは関係なく

できる範囲でそういっ

た活動に参加したい

４４.５%

不景気だからこそそう

いった活動に積極的に

参加したい

５.７%

不景気だからこそ

できる範囲でそう

いった活動に参加

したい

２４.６%

不景気だからそういっ

た活動に参加したいと

は

思わない

７.６%

不景気などは関係なく

そういった活動に関心

がない

７.９%

あなたは1日の活動の中で、PCや携帯電話
でインターネットを利用されている時間

 は何時間程度だと思われますか。
あなたの感覚に近いものをお選びくださ
い。
シングル N %
0分 4 0.4
30分未満 25 2.5
30分以上1時間未満 92 9.2
1時間以上3時間未満 336 33.6
3時間以上5時間未満 258 25.8
5時間以上10時間未満 169 16.9
10時間以上 116 11.6

全体

＜参考＞あなたは 1 日の活動の中で、PC や携帯電話でインターネットを利用されている時

間は何時間程度だと思われますか。あなたの感覚に近いものをお選びください。(n=1000) 


